
次世代 Ｗｅｂベース
高性能地震計/収録装置 Obsidian

応用地震計測株式会社

OYO S・I／KINEMETRICS

キネメトリックス（Kinemetrics）社製 オブシディアン(Obsidian)は、次世代

Webベースの高性能地震計/収録装置です。高速サンプリング、演算機能、豊富な

通信機能、GPS/GNSS、NTP、PTPによる時刻校正機能の標準装備、遠隔での

メンテナンス機能の充実など、多様化する地震観測に柔軟に対応することができ

ます。 動作状況の確認、 データ回収はもちろん プログラムのアップデート、 各種

メンテナンスもWebブラウザ上で実施可能で、ネットワークシステムに最適です。  

４ ｃｈ、８ ｃｈ、１２ ｃｈ、２４ ｃｈ、３６ ｃｈ 入力から選択可（4ch はセンサ内蔵タイプも選択可）

各cｈのデータを複数のサンプリング、フォーマット、通信プロトコルで利用可能

時刻校正機能としてGPS/GNSS、NTP、PTPを標準搭載

PTPにより、Ethernet 経由で複数台の時刻同期を高精度で実現

USBメモリ装着による自動データ回収機能を装備、現地でのデータ回収を飛躍的に簡略化

Webブラウザによる豊富なメンテナンス機能
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主な特長

メ モ

画 像： Obsidian 12ch

・本カタログに記載されている仕様・製品外観は、改良のため予告なく変更されることがあります。
・機器不具合や誤作動により発生した二次的被害についてはその責を負いかねます。



Obsidian  仕様

※1 250sps以上を選択する場合、収録チャンネル数に制約があります。

※2 NTP、PTPの時刻校正精度はネットワーク構成および機器、環境により大きく変動します。

※3 それぞれのインターフェースについて専用のオプションケーブルが必要です。

※4 AC電源をご利用の場合は、弊社製のACチャージャのご使用を推奨いたします。(AC100～240V 50/60Hz)

 弊社から供給する電源装置以外のご使用については、事前に弊社にご相談ください。

※5 3成分加速度計（ｴﾋﾟｾﾝｻ）を接続した場合 （ 4ch:1台、8ch:2台、12ch:4台、24ch:8台、36ch:12台 ）

※6 突起部を除きます

主な仕様

入力チャンネル数

A/D変換形式分解能

ダイナミックレンジ

入力レンジ

サンプリングレート

収 録 機 能

電 源

キャリブレーション

時 刻 校 正

記 録 媒 体

ファイル・フォーマット

4, 8, 12, 24, 36チャンネル (4chのみセンサ内蔵、外付けの2種類）

24ビット

128dB以上 (100Hzサンプリング設定時)

差動入力 5Vpp, 10Vpp, 40Vppから設定により切り替え可能

1, 10, 20, 50, 100, 200, 250, 500, 1000, 2000, 5000sps より選択 ※1

複数サンプリングレートを選択可能

矩形波、またはホワイトノイズ疑似ランダム列

GPS/GNSS, NTP, PTP(IEEE-1588) ※2

内部SDHCカード：記憶容量 32GB

外部USBメモリ接続によりデータ自動回収、ミラーリングが可能

Kinemetrics EVT, win, win32, miniSEED, MATLAB, ASCIIなどから選択

10/100Base-T イーサネット  ×1 ポート

RS-232C  ×3 ポート 

保守用コンソールポート  ×1 ポート

USB 2.0 外部記録媒体用  ×3 ポート

USB 2.0 PCからの接続用  ×1 ポート

DC9～28V ※4

-20～70℃

0～100%RH  （結露しないこと）

IP67  （信号入力端子台なし、防水型コネクタ付ケーブル使用の場合）

動作温度範囲

動作湿度範囲

保 護 等 級  

消費電力（定常時）

外形寸法・重量

消費電力
（定常時）

※5 外形寸法 ※6 重 量

4ch 
センサ内蔵

 約  4 Ｗ 約34cm(W) × 約19cm(D) × 約18cm(H) 約 8㎏

4ch  約  7 Ｗ 約34cm(W) × 約13cm(D) × 約17cm(H) 約 6㎏

8ch  約  9 W 約47cm(W) × 約18cm(D) × 約17cm(H) 約 9㎏

12ch  約 10 W 約47cm(W) × 約18cm(D) × 約17cm(H) 約 9㎏

24ch  約 15 W 約47cm(W) × 約18cm(D) × 約33cm(H) 約16㎏

36ch  約 19 W 約47cm(W) × 約18cm(D) × 約33cm(H) 約16㎏

連続収録、トリガー収録、時間指定収録

レベルトリガー、STA/LTA

開始トリガーレベル、終了トリガーレベルを各チャンネル独立設定可能

トリガーレベルは、フルスケールの 0.01%～100%まで設定可能

Ethernetの相互接続と設定により、オブシディアン同士の連動が可能

トリガー機能
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インターフェース ※3
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